
子どももおとなも ゆとり広がる 学童保育に 

― 子どもが声を聴かれ、子どもたちがつくる生活の場に ― 

 

◇切実なねがい 
・1～6年生まで、学童保育が必要なすべての子どもが入所できるよう 

・安心安全で、子ども自身が通いたい学童保育であってほしい 
 

◇子どもの権利条約・放課後児童クラブ運営指針にそった学童保育であってほしい 

◎放課後児童クラブ運営指針 より 

・1章-3 ＜学童保育・育成支援の目的＞ 

「子どもが安心して過ごせる生活の場としてふさわしい環境を整え、安全面に配慮しながら子どもが

自ら危険を回避できるようにしていくとともに、子どもの発達段階に応じた主体的な遊びや生活が可

能となるように、自主性、社会性及び創造性の向上、基本的な生活習慣の確立等により、子どもの健全

な育成を図ることを目的とする。 

・4章-1 ＜職員体制＞ 

 「年齢や発達の状況が異なる子どもを同時にかつ継続的に育成支援を行う必要があること、安全面での

管理が必要であること等から」… ◎１クラス 2 人以上の資格者を必置（1 人以外は無資格者でもよい）、

◎子どもとの安定的・継続的な関りが重要なため、長期的に安定した雇用形態が求められる、 

◎子どもの受入れ準備や打合せ、育成支援の記録作成等に必要な時間を前提にした勤務時間の設定を。 

・改定で追加。「子どもの権利を大人が学び、子どもが学童保育の生活を通して自身の権利を理解できる

ようにすること」や、指導員等は「こどもが気持ちや意見を表現できるようにし、それを受けとめる体

制を整える」「ルールやあそびや生活は、子どもと指導員が共に考えて決める」などを追記。 
 

◇学童保育ニーズは増加中。施設環境・指導員体制、十分な整備をしてほしい 

 ●待機児童・入れない…【子どもの声】「落ちて悲しい」（入所抽選にはずれた 2 年生）、「（5 年生で学童に行けず）夏休

み等は暇を持て余し、精神的にしんどかったようです。学童に行きたいー！と何度も言っていまし

た」（4 年生までの地域／保護者より）、「もとの学童に戻りたい…」（他校区の空きある学童に移動・送迎となった 6 年生） 
 

 ●人数が多い・うるさいよ―・専用室がなくて落ち着かない…大規模・つめこみ・タイムシェアの施設問題 

  ・人数基準は「1 クラスおおむね 40 人以下」。しかし府内の 45.7％（1897 のうち 867 単位）は 41 人

以上。50人・60人・70人の所も。大規模は、様々な問題・ケガ・しんどさの要因になっています。 

  ・国は「タイムシェア（一時的な部屋利用）」を推進。しかし実態は深刻。「継続的な専用室」が必要です 
 

 ●国が、指導員の「常勤資格者を複数配置」する補助を創設！ 職員体制を安定化・強化し、ゆとりを 

  ・国は、学童保育の運営の安定化、子どもに毎日同じ指導員が対応できるよう、常勤・複数配置を予算化 

・課題山積の背景に、指導員が不足・続けられない問題。学童期の子どもを支える専門職の確立こそ 

◇子どもの声が聴かれ、子ども自身が通いたい、保護者が安心な学童保育に 

●学童保育は「適正規模（40人以下）」で、「専用室」を確保し、必要なだけ整備を 

 ●指導員が長く働き、よりよい保育ができるよう「常勤（フルタイム）資格者の複数配置」「研修充実」を 

●どれも大切な「学童保育」「放課後子ども教室」「居場所づくり事業」。 

でも、事業の目的・役割はちがいます。一体化や、代替利用にしないで、それぞれに必要な充実を 

●災害時が不安、トイレが少なく困る、夏休みに外遊び少なくてしんどい➡子どもの声を聴き、改善を 

どこの学童保育も子どもの権利が保障されるよう、 

「運営指針」の具体化を当事者と行政でめざしましょう 

（案） 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

おおさかの学童保育 

ウェブ通信 1 号 

2026 年 9 月 24 日 

大阪市中央区 

谷町 7 丁目 2-2-202 

TEL06-6763-4381 

FAX06-6763-3593 

大阪学童保育連絡協議会 

子どもたちにとっては、最も楽しみな夏

休み。子どもたちからはたくさんの声。子

どもたちの声を聴きあっての生活づくり

の様子を地域から寄せてもらいました。 

木かげ・日かげ・風の道さがし 
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子どもたちに 

楽しい日々を！ 

 

    A  

異学年の友だち！ 

 

 

N  

D  

週 1 レトルト！楽しいで～ 

子どもの世界を楽しんで！ 

E  

学童はあそべる、友達がいてうれしい 

施設がせまい、もっと外遊びしたい 

大阪学保協 定期総会 
第 57回 2026年度 

を、2026年 4月 29日に開催しました。 

活動方針は裏面をご覧ください 



 

問題！ 

ティラノサウルスのような恐竜の名

前によく使われている「サウルス」の意

味は何でしょう？ 

 

「所属・住所・お名前・答え」を記載し

て学保協にご応募ください。正解者の中

から       抽選で図書カード 

プレゼント！ 

〆切 10/30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
ど
も
の
声
が
聴
か
れ
、 

子
ど
も
が
通
い
た
い
学
童
保
育
に 

「
安
心
し
て
働
き
続
け
た
い
」「
子
ど
も
に
笑
顔
で
豊
か
な
放
課
後
生
活
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
」
。
学
童
保
育
は
、
働
く
保
護
者
の
願
い
で
生
ま
れ
、
子
ど

も
・
保
護
者
・
指
導
員
・
地
域
の
協
同
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
大
阪
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
（
大
阪
学
保
協
）
で
は
、
第
57
回
定
期
総
会
を
２
０
２
６

年
4
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
学
保
協
会
長 

松
林
高
志 
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子どもたちや子育て仲間を守りあうための会です。子どもや大人の困りごと、う

れしいこと（続けてほしいこと）などを出しあい、「どの子も入所でき、通いたい学

童保育づくり」のために各地で作られています。一言で言えば、「わが子・子ども

たちの応援団」。 

①学童保育ごとの「保護者会」 

②市町村内の保護者会で集まる「市の学童保育連絡協議会」 

③府内でつながる「大阪学童保育連絡協議会」 

④都道府県でつながる「全国学童保育連絡協議会」があり、この 4 つがゆるや

かにつながり情報共有をしていることで、学童保育の内容や制度が長年にわたり

発展してきました。学童保育連絡協議会は、学保連、学保協、連協などと略して呼

ばれています。 

大阪学童保育連絡協議会は、第 57 回定期総会で「平和アピール」を決議しました。 

 
 

 

ぼ
う
く
う
ご
う
が 

こ
わ

く
て
楽
し
か
っ
た
。
て
ん
じ
ひ

ん
を 

い
っ
ぱ
い
見
た
。
せ
ん

そ
う
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。
ま

あ
、
楽
し
か
っ
た
。 

 

電
車
で
（
Ｃ
Ｍ
の
）
歌
を
う

た
っ
た
。
帰
り
の
電
車
で
せ
ん

そ
う
の
本
を
読
ん
だ
。
か
わ
い

そ
う
だ
っ
た
。 

 

ぼ

う
く
う
ご
う
の
音
が 

ち
ょ
っ
と 

こ
わ
か
っ
た
。
せ

ん
そ
う
に 

生
ま
れ
て
こ
な
く

て
よ
か
っ
た
と
、
あ
ら
た
め
て

思
っ
た
。 

ば
く
だ
ん
と
か 

め
っ
ち

ゃ
で
か
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と 

こ
わ
か
っ
た
。 

学保協の指導員研修 
 

１学期の講座２テーマ 

①子どもの「ねぇねぇ」に応える 

～生活づくりと指導員チーム：全４回 

②どの子も大切にされる学童保育 

～障がいをもつ子どもとともに：全３回 

<参加者の声> 

・具体的な子どもの姿から「本当のねが

い」をみつけ、実践を繰り返していくこと、

また、「子どもの育ちをどう支えるか」を

軸にして実践していくこと、とても学び深

かったです。 

・障がいをもつ子どもの保育計画を立て

る際に、大切にしてきたことは、子ども理

解と保護者理解です。それぞれの特性も

性格も違う子どもたち―他の方の実践も

聞かせてもらい、今回の学びと交流は、と

ても大切だと実感しています。 

2 学期の講座テーマは「集団づくり」 

 

 

簡単なチラシにまとめています。ぜひご覧ください。 

ボン・ソビアから 

の挑戦状 

https://x.gd/q0OXz
https://x.gd/07y5K

